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情報技術に基づく大学事務支援の

情報化に関する基礎と実践研究

富樫 敦・長瀬真理・高橋 晃・祓川友宏 (静岡大学情報学音6)

1.はじめに

大学においては,依然として紙を中心とした

事務処理が中心で,意志決定の迅速化,事務の

効率化を達成するための障害になっている。本

研究は,大学事務支援の情報化を目指す研究で

あり,今後予想される大学改革,定員削減など

の問題から避けて通れない問題を,研究のレベ

ルから試みるプロジェクとであり,その意義は

高い。事務レベルでは,ペーパーレス構想など
,

事務電子化の流れはあるが,事務主導の場合が

多く,本質的な解決にはならない場合が多かっ

た。本研究では,こ れまで研究の対象にならな

かった大学の情報化をエージェント技術の応用

という形で推進したものであり,実用性の面で

極めて意義のあるものである。また,xMLに よ

る大学用事務文書の標準化への試みは未踏の分

野であり,本研究は学術的に極めて独創性の高

い研究である。

2口 研究の概要

本研究は,大学における事務支援の情報化を

推進するための基礎 と実践研究を行い,大学に

おける意志決定の迅速化,事務の効率化に貢献

することを目的とする。以下に研究項目を挙げ

る。

【研究項目 1】事務支援の情報化に適した分散シ

ステム開発用プラットフォームの構築 :

本項目では,本研究グループの成果である移

動エージェント計算モデルM…piや Lindaモ デル

を基礎に,事務支援に適 した非同期コミュニ

ケーションモデルを開発し,ユーザビリテイを

考慮してJavaや servletを 用いてそのプラット

フォームを構築した。

【研究項目 2】 XML技術に基づく大学用事務文

書の標準化と業務の情報化 :

大学における業務の情報化を達成するために

は,文書の構造や意味を反映した業務文書の標

準化と異なる部局にまたがるシステムの融合化

が必須となる。本研究では,XML技術に基づき,

今後の大学の業務に適した文書形態を定め,業

務システムの情報化を行うための方策とそのシ

ステムを試作し,評価検討を加え業務の情報化

を行うための基礎を確立した。
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